
新たな漂白技術を基に
新ブランドを発信
第三者からの評価が
大きな自信に

あまりの白さに驚き
　「えっ、こんな世界があったのか」
　2年ほど前、真珠を漂白するための
新技術の開発に取り組んでいた尾川
議
よし
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社長は、実験中にできた真珠の
あまりの白さに驚き、思わず声を上げた
そうです。「うちはこの技術でこれから生
きていこう」。そう決断した瞬間でした。
　真珠は、養殖したアコヤ貝を海から
上げて真珠を採る浜揚げ以降、穴開
け、漂白、調色、研磨、選別、連組みと
いった多くの過程を経てネックレスなど
の商品となっていきます。中でも漂白
は真珠の品質を決める重要な作業。
原珠を水溶液に浸し、そこへ蛍光灯な
どから発せられる光を当てます。これに
より真珠本来の美しさが引き立てられ
ます。
　2010年、ひょうご産業活性化センタ
ーの協力を得て県の「経営革新計画」
の承認を受け、まず従来の蛍光灯を
LEDに変えて漂白能力を高める研究
をスタートさせました。実験は成功しま
したが、ある時尾川社長は、植物工場
に関する研究成果を聞き「別の波長
を当てればもっと漂白能力が上がるの
では」とひらめいたそうです。それから
あらためて実験を開始。あらゆるデー
タを積み重ねて得られた成果を生か

し、特定の波長を強く当てることででき
たのが冒頭の真珠でした。

いい商品づくりで大手に並ぶ
　1961年、尾川社長の父が創業し、
当初は仕入れた真珠を売る仲買だけ
でしたが、尾川社長が入社した69年
ごろから自社で加工も始め、その後は
シンガポール、アメリカ、中国に拠点を
設け、海外にも販路を広げてきました。
　しかし、90年代初頭にバブル経済が
はじけると、消費の低迷、デフレの影響
を大きく受け、真珠を含む宝石業界は
厳しい環境に置かれました。
　95年の阪神・淡路大震災では所有
していたビルが大きな損害を受けまし
たが、「企業は納税して社会に貢献で
きる」を信念に、こつこつと堅実な商売
を続けてきた結果、2001年には念願
の優良申告法人として表
彰されるまでになりました。
そして将来を考えた時

「中小企業が大手に負け
ないためには優れた商品
づくりをしていくしかない」
との考えに至り、漂白技
術の研究に取り組んでき
ました。
　新たな漂白技術を確

立した今、どう販売につなげていくかが
これからの大きなテーマです。その取り
組みの一つとして、三重県英虞湾の
某漁業組合が養殖した真珠を漂白
加工し、その商品を「神

かみ

珠
だま

」のブランド
で発売しました。
　また、13年6月には県から、海外の
販路開拓のための商談に対する助成
が受けられる「じばさん兵庫ブランド
創出支援事業」の認定を、14年2月に
は近畿経済産業局から、海外に商品
をPRするための助成が受けられる

「地域産業資源活用事業計画」の認
定を相次いで受けることができました。
　併せて取引金融機関からの勧めで

「ひょうご中小企業技術・経営力評価
制度」を利用。「それまでは漂白技術
の素晴らしさを自分流に説いていまし
たが、第三者に客観的に評価してい
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ただくことで、さらに価値が生まれること
に気付きました」。漂白技術だけでなく、
優良申告法人という信頼を含めた「目
に見えない価値」についても高い評価

が得られたそうで、「これからはこの評
価書のコピーを金融機関にも持って
いって、自社の強みを知らせていきた
い」と意気込んでいます。

　海外の展示会でも「神珠」の評判
は上々。今後は数量限定でブランドの
価値を高めながら、中国をはじめとす
るアジア市場の開拓を狙っています。

所在地　神戸市中央区加納町2-4-10　水木ビルディ
ング8F
代表取締役　尾川議

よし

顕
あき

事業内容　真珠加工貿易業・卸売および小売、ビル・マ
ンションの不動産賃貸業、建物の総合管理
TEL 078-221-0029
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水木真珠有限会社
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あなたの会社の経営力・成長性を評価します
支援メニュー講座 ひょうご中小企業技術・経営力評価制度

問い合わせは ひょうご産業活性化センター成長支援課 078-291-8523

　中小企業の技術力・ノウハウや成長性、経営力等を評価した評価書を発行し、担保に頼らない融資や経
営改善を支援します。製造業だけでなく保証協会の保証対象業種であればどんな業種でも評価します。
標 準 評 価 型：  6万7,000円（評価手数料10万円のうち3万3,000円は当センターが負担）
オーダーメイド型：13万4,000円（評価手数料20万円のうち6万6,000円は当センターが負担）

＜ひょうご中小企業技術・経営力評価制度は「イノベーションネットアワード2012」の「地域産業支援プログラ
ム優秀賞」を受賞した兵庫県オリジナルの制度です＞

①専門家による客観的な評価により、自社の「強み、弱み」が分かります。
②新たな視点で事業改善のヒントが得られます。
③企業価値のPRや資金調達に活用できます。
④明らかになった課題に対し、ひょうご産業活性化センターほか各支援機関が支援策を提案します。
※�なお、全体評価が2フラット以上の場合、兵庫県信用保証協会の保証料率が0.1％切り下げとなります（県融資制度に限る）

制度概要
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